
2019.11.1
第
74号

発
行
■
可
児
市
議
会
　
〒
509-0292　

岐
阜
県
可
児
市
広
見
一
丁
目
1番
地
　
☎
  0574-62-1111　

   0574-63-3972 　
E-m
ail ■

 gikai-dayori@
city.kani.lg.jp　

HPア
ド
レ
ス
■
 http://gikai-kani.lg.jp/

可児市議会だより第 74 号　令和 元 年（2019年）第 ３ 回臨時会・第 4回定例会

TOPICS
新たな議会構成決まる

平成30年度決算を審査

常任委員会の報告

ここが聞きたい　 9人が一般質問

第11回春季全日本小学生ソフトボール大会出場（岐阜ドリームズ）

新しい議会で
　　　決算を審査



板い
た　
津ず　
博ひ
ろ　
之ゆ
き

（
羽
生
ケ
丘
）

�

当
選
回
数
3
回

「
誰
も
が
安
気
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
・

可
児
」
実
現
の
た

め
議
員
活
動
に
邁

進
し
ま
す
。

大お
お　

平ひ
ら　

伸し
ん　

二じ

（
今　
渡
）

�

当
選
回
数
2
回

市
全
体
を
自
分
の

家
、
市
民
皆
を
家

族
と
思
い
議
員
活

動
に
従
事
し
て
い

き
ま
す
。

新
た
な
議
会
構
成
決
ま
る

奥お
く　

村む
ら　

新し
ん　

五ご

（
皐
ケ
丘
）

�
当
選
回
数
1
回

今
ま
で
の
人
生
で

得
た
経
験
を
生
か

し
、
市
民
目
線
で

得
意
な
分
野
で
活

動
し
ま
す
。

伊い　
藤と
う　

健け
ん　

二じ

（
土　
田
）

�

当
選
回
数
6
回

増
税
反
対
、
暮
ら

し
と
福
祉
を
守
り

ま
す
。
リ
ニ
ア
地

上
走
行
か
ら
美
濃

焼
の
聖
地
を
守
れ
。

勝か
つ　
野の　
正ま
さ　
規き

（
矢　
戸
）

�

当
選
回
数
3
回

「
市
民
の
声
に

ま
っ
す
ぐ
」を
モ
ッ

ト
ー
と
し
、
市
民

福
祉
向
上
の
た
め

議
員
活
動
を
行
い

ま
す
。

川か
わ　

上か
み　

文ふ
み　

浩ひ
ろ

（
広　
見
）

�

当
選
回
数
4
回

行
政
の
監
視
と
評

価
を
的
確
に
行
い
、

市
民
福
祉
の
向
上

を
目
指
し
活
動
し

ま
す
。

川か
わ　

合い　
敏と
し　

己み

（
下
恵
土
）

�

当
選
回
数
4
回

「
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

初
心
を
忘
れ
ず
一

生
懸
命
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

亀か
め　

谷が
い　

　
　
光
ひ
か
る

（
若
葉
台
）

�

当
選
回
数
9
回

8
期
28
年
の
経
験

を
礎
に
可
児
市
の

夢
あ
る
未
来
の
た

め
徹
底
的
に
全
力

投
球
！！

伊い　
藤と
う　

　
　
壽
ひ
さ
し

（
大　
森
）

�

当
選
回
数
3
回
「
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
全
力
で
努
力

し
ま
す
。

　
７
月
21
日
執
行
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
よ
り
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は

令
和
元
年
８
月
11
日
か
ら
令
和
５
年
8
月
10
日
で
す
。

　
８
月
14
日
に
開
催
し
た
第
３
回
臨
時
会
で
、
正
副
議
長
や
常
任
委
員
会
委
員
な

ど
新
た
な
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議　
長

天あ　
羽も
う　
良よ
し　
明あ
き

（
下　
切
）

�

当
選
回
数
４
回
子
ど
も
達
の
通
学

路
の
安
全
確
保
と

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

充
実
を
す
す
め
ま

す
。

副
議
長

議
長
・
副
議
長

　
就
任
の
あ
い
さ
つ

「
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
」

　
可
児
市
議
会
は
、
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
、
市
民
福
祉
の
向
上
及
び
地
域

社
会
の
活
力
あ
る
発
展
を
目
指
し
活
動

し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
民
参
加
の
推
進
、
情
報

公
開
を
進
め
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
議
会
の
役
割
で
あ
り
ま
す

監
視
・
評
価
を
行
い
、
議
会
報
告
会
や

地
域
課
題
懇
談
会
な
ど
で
市
民
の
皆
さ

ま
の
意
見
を
お
聞
き
し
、
政
策
形
成
に

つ
な
げ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
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酒さ
か　

井い　
正ま
さ　

司し

（
鳩
吹
台
）

�
当
選
回
数
4
回

岐
阜
医
療
科
学
大

学
と
連
携
し
、
全

世
代
の
健
康
と
地

域
活
性
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

田た　
原は
ら　
理り　
香か

（
皐
ケ
丘
）

�

当
選
回
数
2
回

人
と
人
と
の
繋
が

り
の
中
で
「
真
に

安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
」

を
目
指
し
ま
す
。

冨と
み　
田だ　
牧ま
き　
子こ

（
緑
）

�

当
選
回
数
8
回

い
つ
ま
で
も
住
み

続
け
ら
れ
る
地
域

づ
く
り
に
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま

す
。

澤さ
わ　

野の　
　
　
伸し
ん

（
土　
田
）

�

当
選
回
数
4
回

３
期
12
年
の
経
験

を
し
っ
か
り
生
か

し
、「
丁
寧
に
謙
虚

に
」
を
忘
れ
ず
取

り
組
み
ま
す
。

中な
か　

野の　
喜き　
一い
ち

（
愛
岐
ケ
丘
）

�

当
選
回
数
1
回

行
政
と
市
民
の
橋

渡
し
役
と
し
て
、

必
要
事
項
を
わ
か

り
易
く
伝
え
て
い

き
ま
す
。

林は
や
し
　
　
　
則の
り　
夫お

（
羽　
崎
）

�

当
選
回
数
12
回

住
み
ご
こ
ち
一
番

を
目
指
し
議
会
一

丸
で
大
河
で
躍
進
。

光
秀
公
で
街
お
こ

し
。

野の　
呂ろ　
和か
ず　
久ひ
さ

（
下
恵
土
）

�

当
選
回
数
4
回

将
来
の
可
児
市
の

姿
を
見
据
え
な
が

ら
市
民
の
声
に
耳

を
傾
け
市
政
に
届

け
て
い
き
ま
す
。

中な
か　

村む
ら　
　
　
悟
さ
と
る

（
下
恵
土
）

�

当
選
回
数
6
回

モ
ッ
ト
ー
は
「
元

気
は
つ
ら
つ
」「
地

道
な
活
動
」「
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
」

松ま
つ　

尾お　
和か
ず　

樹き

（
川　
合
）

�

当
選
回
数
1
回

一
人
の
百
歩
よ
り

百
人
の
一
歩
。
皆

さ
ま
と
の
和
を
大

切
に
し
て
可
児
の

未
来
を
創
り
ま
す
。

山や
ま　
根ね　
一か
ず　
男お

（
若
葉
台
）

�

当
選
回
数
6
回

多
く
の
皆
さ
ま
か

ら
い
た
だ
い
た「
市

民
の
声
」を
礎
に
、

「
市
民
第
一
主
義
」

を
貫
い
て
働
き
ま

す
。

渡わ
た　
辺な
べ　
仁ひ
と　
美み

（
皐
ケ
丘
）

�
当
選
回
数
2
回

市
民
の
声
を
聴
き
、

働
く
者
・
子
ど
も
・

障
が
い
者
・
高
齢

者
へ
の
さ
ら
な
る

支
援
を
続
け
ま
す
。

山や
ま　

田だ　
喜よ
し　

弘ひ
ろ

（
長　
坂
）

�

当
選
回
数
4
回

皆
さ
ま
の
小
さ
な

声
を
市
政
に
届
け
、

人
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

第３回臨時会
提出された議案と審議結果
予算、人事、契約各１件ずつを審議し、原案どおり同意、可決しました。

番　号 件　名 結果

議
　
案

41 令和元年度一般会計補正予算（第 ２号） ◎
42 監査委員の選任　※ ◎
43 請負契約の締結 ◎

【結果の表示記号】◎全会一致で同意・可決

※監査委員の選任
　議員選出の監査委員として、川合敏己議員を選出することに同意しました。

（
五
十
音
順
で
掲
載
）
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総
務
企
画
委
員
会	

　
市
長
公
室
、
企
画
部
、
総
務
部
、
観

光
経
済
部
等
の
所
管
す
る
事
項
を
審
査

し
ま
す
。

　
　
委
員
長	

大
　
平
　
伸
　
二

　
　
副
委
員
長	

勝
　
野
　
正
　
規

　
　
委
　
　
員	

林
　
　
　
則
　
夫

	

山
　
根
　
一
　
男

	

天
　
羽
　
良
　
明

	

山
　
田
　
喜
　
弘

	

板
　
津
　
博
　
之

建
設
市
民
委
員
会	

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
、
市
民
部
、
建
設

部
、
水
道
部
の
所
管
す
る
事
項
を
審
査

し
ま
す
。

　
　
委
員
長	

澤
　
野
　
　
　
伸

　
　
副
委
員
長	

中
　
村
　
　
　
悟

　
　
委
　
　
員	

伊
　
藤
　
健
　
二

	

酒
　
井
　
正
　
司

	

川
　
上
　
文
　
浩

	

伊
　
藤
　
　
　
壽

	

渡
　
辺
　
仁
　
美

	

奥
　
村
　
新
　
五

教
育
福
祉
委
員
会	

　
福
祉
部
、
こ
ど
も
健
康
部
、
教
育
委

員
会
の
所
管
す
る
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

　
　
委
員
長	

田
　
原
　
理
　
香

　
　
副
委
員
長	

川
　
合
　
敏
　
己

　
　
委
　
　
員	

亀
　
谷
　
　
　
光

	

冨
　
田
　
牧
　
子

	

野
　
呂
　
和
　
久

	

中
　
野
　
喜
　
一

	

松
　
尾
　
和
　
樹

予
算
決
算
委
員
会	

　
予
算
と
決
算
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

　
　
委
員
長	

板
　
津
　
博
　
之

　
　
副
委
員
長	

野
　
呂
　
和
　
久

　
議
長
と
監
査
委
員
を
除
く
す
べ
て
の

議
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会	

　
議
会
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
委

員
会
で
す
。

　
　
委
員
長	

伊
　
藤
　
健
　
二

　
　
副
委
員
長	

野
　
呂
　
和
　
久

　
　
委
　
　
員	

亀
　
谷
　
　
　
光

	

山
　
根
　
一
　
男

	

川
　
上
　
文
　
浩

	

澤
　
野
　
　
　
伸

	

板
　
津
　
博
　
之

	

勝
　
野
　
正
　
規

	

大
　
平
　
伸
　
二

	

田
　
原
　
理
　
香

広
報
広
聴
協
議
会
を
新
設

　
議
会
の
活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
広
報
活
動
や
、
市
民
の
声
を
広

く
お
聞
き
す
る
広
聴
活
動
を
議
会
の
大

切
な
役
割
と
と
ら
え
、
そ
の
充
実
に
努

め
て
い
く
た
め
に
、
議
長
を
除
く
全
議

員
が
所
属
す
る
「
広
報
広
聴
協
議
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
議
員
は
「
広
報
部

会
」
と
「
広
聴
部
会
」
の
い
ず
れ
か
に

所
属
し
、
議
会
全
体
で
広
報
広
聴
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

広
報
部
会
長

　
　
　
山
根
　
一
男

　
議
会
だ
よ
り
を
核
と
し
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
を
用
い

た
議
会
広
報
等
、
こ
れ
ま
で
議
会
広
報

特
別
委
員
会
が
担
っ
て
き
た
役
割
に
加

え
て
、
他
の
議
会
か
ら
の
視
察
の
受
け

入
れ
対
応
も
担
当
し
ま
す
。
広
聴
部
会

と
連
携
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
議
会
が

広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
、
市
民
福
祉
の

向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

広
聴
部
会
長

　
　
　
川
上
　
文
浩

　
広
聴
部
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
に

定
め
る
「
市
民
参
加
及
び
市
民
と
の
連

携
」
を
今
ま
で
以
上
に
強
化
す
る
た
め
、

議
会
報
告
会
及
び
地
域
課
題
懇
談
会
な

ど
を
企
画
・
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
に
対
し
て
的
確
な
評
価
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
議
会
が
持
つ
政
策
サ
イ
ク
ル

を
駆
使
し
常
に
事
業
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
に
よ
り
議
会
機
能
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

委
　
員
　
会
　
構
　
成
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提出された議案と審議結果
　令和元年（2019年）第 ４回定例会を ８月21日から ９月30日までの41日間の会期で
開き、平成30年度の決算や令和元年度の補正予算など47件を審議し、すべて原案どおり認定、同意、
可決しました。

番号 件名 結果

認
定

1 平成30年度一般会計歳入歳出決算認定 ○
2 平成30年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 ◎
3 平成30年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 ○
4 平成30年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 ○
5 平成30年度自家用工業用水道事業特別会計歳入歳出決算認定 ◎
6 平成30年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定 ◎
7 平成30年度可児駅東土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定 ◎
8 平成30年度土田財産区特別会計歳入歳出決算認定 ◎
9 平成30年度北姫財産区特別会計歳入歳出決算認定 ◎
10 平成30年度平牧財産区特別会計歳入歳出決算認定 ◎
11 平成30年度二野財産区特別会計歳入歳出決算認定 ◎
12 平成30年度大森財産区特別会計歳入歳出決算認定 ◎
13 平成30年度水道事業会計決算認定 ◎
14 平成30年度下水道事業会計決算認定 ◎

議
案

44 令和元年度一般会計補正予算（第 ３号） ○
45 令和元年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第 １号） ◎
46 令和元年度介護保険特別会計補正予算（第 ２号） ◎
47 令和元年度下水道事業会計補正予算（第 １号） ◎
48 会計年度任用職員の給与、勤務条件等に関する条例の制定 ◎

49
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
の制定

◎

50 職員の給与支給に関する条例及び職員の旅費に
関する条例の一部改正 ◎

51 税条例の一部改正 ◎
52 幼稚園の設置等に関する条例の一部改正 ◎

番号 件名 結果

議
案

53 保育所の設置及び管理に関する条例の一部改正 ◎
54 印鑑条例の一部改正 ◎
55 市が管理する市道の構造の技術的基準を定める条例の一部改正 ◎
56 公共下水道等処理区域外流入分担金徴収条例の一部改正 ◎
57 消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正 ◎
58 土田財産区管理委員の選任 ◎
59 平牧財産区管理委員の選任 ◎
60 大森財産区管理委員の選任 ◎
61 二野財産区管理委員の選任 ◎
62 固定資産評価審査委員会委員の選任 ◎
63 教育委員会委員の任命 ◎
64 人権擁護委員候補者の推薦 ◎
65 字区域等の変更 ◎
66 中濃地域農業共済事務組合規約の変更 ◎
67 中濃地域農業共済事務組合の解散に関する協議 ◎
68 中濃地域農業共済事務組合の解散に伴う財産処分に関する協議 ◎
69 市道路線の廃止 ◎
70 市道路線の認定 ◎
71 平成30年度可児市水道事業会計未処分利益剰余金の処分 ◎
72 平成30年度可児市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分 ◎
73 手数料徴収条例の一部改正 ◎
74 請負契約の締結 ◎
75 請負契約の締結 ◎
76 請負契約の締結 ◎

【結果の表示記号】
 ◎全会一致で認定・同意・可決　〇賛成多数で認定・可決

議案の詳しい内容については、議会ホームページで確認いただくか、議会事務局窓口で閲覧することができます。

第 4回定例会の賛否一覧　※これ以外の案件等は、全会一致で認定・同意・可決しています。
奥
村
　
新
五

松
尾
　
和
樹

中
野
　
喜
一

田
原
　
理
香

大
平
　
伸
二

渡
辺
　
仁
美

伊
藤
　
　
壽

勝
野
　
正
規

板
津
　
博
之

澤
野
　
　
伸

山
田
　
喜
弘

川
合
　
敏
己

川
上
　
文
浩

天
羽
　
良
明

酒
井
　
正
司

野
呂
　
和
久

山
根
　
一
男

中
村
　
　
悟

伊
藤
　
健
二

冨
田
　
牧
子

亀
谷
　
　
光

林
　
　
則
夫

認定第 １号
平成30年度一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

認定第 ３号
平成30年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

認定第 ４号
平成30年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

議案第44号
令和元年度一般会計補正予算（第 ３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

※○は賛成　●は反対　　※議長（伊藤壽）は採決に加わらない。

第 ４回定例会
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　市長は、監査委員が審査した前年度の決算について、監査委員の意見書を付けて議会へ提出し、議会の
審査、認定を受けなければなりません。
　可児市議会では、予算決算委員会での担当部課長からの説明や質疑を経て、平成30年度の一般会計、特
別会計および企業会計の決算を審査し、下記の表のとおり認定しました。
　一般会計について、前年度と比較すると、収入で ９ 億5253万9088円（2.8％）の減少、支出では29億7802
万4834円（9.1％）の減少となりました。
　審査の内容については ８ 、 ９ ページをご覧ください。

平成 30 年度決算を認定
～税金の使い道を厳しくチェック～

一般会計の歳出総額　298億262万7080円

可児市議会だより　2019.11.1　　6

収入 支出
一般会計 330億2236万6645円 298億 262万7080円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 108億 852万9722円 104億2934万6331円
後 期 高 齢 者 医 療 11億7030万 490円 11億4048万1327円
介 護 保 険 70億 603万1515円 68億7193万8530円
自 家 用 工 業 用 水 道 事 業 1 億9985万3057円 1 億5646万4570円
農 業 集 落 排 水 事 業 1億9685万9500円 1 億6965万1425円
可児駅東土地区画整理事業 1 億2129万8438円 1 億1846万6556円
各 財 産 区 合 計 2943万8567円 1437万3617円

総　　計 525億5467万7934円 487億 334万9436円

企
業
会
計

水 道 事 業 収益的収支 27億 769万3294円 22億 623万5684円
資本的収支 9798万5311円 7 億2470万3838円

下水道事業 収益的収支 30億9957万 805円 25億4346万6777円
資本的収支 8 億7795万3664円 21億7077万1276円

一般会計歳入歳出決算額内訳

民生費
37.03%

総務費
12.67% 土木費

14.92%

公債費
7.69%

その他
7.93%

議会費
0.88%

衛生費
7.65%

教育費
11.23%

歳出決算額
298億262万円

市税
44.64%

地方交付税
6.59%

その他
13.43%

市債
8.13%

地方消費税
交付金
5.54%

繰入金
4.40%

国庫支出金
11.13%

歳入決算額
330億2236万円

県支出金
6.14%



みなさんが納めた税金の使い道の一部です。＊ １ 万円未満切り捨て

民　生　費 � １１０億３５８５万円
自立支援等給付事業�１４ 億７０５４万円
福祉医療助成事業�１０ 億１５５１万円
後期高齢者医療事業� ９ 億２６２８万円
キッズクラブ運営事業�２  億４６５８万円

今渡南小キッズクラブ 新築

土　木　費 � ４４億４７８９万円
市道56号線改良事業�５  億８２８１万円
道路維持事業�２  億９４４９万円
可児駅東土地区画整理関連事業�  １ 億７０３５万円
河川改良事業�１  億３２８５万円

市道56号線（二野大森線）

教　育　費 � ３３億４８０１万円
文化芸術振興事業�４  億６８４６万円
スクールサポート事業�１  億　９９万円
外国語・コミュニケーション教育推進事業�３２１３ 万円
美濃金山城跡等整備事業�１６１６ 万円

美濃金山城跡 発掘調査

総　務　費 � ３７億７６９０万円
公共交通運営事業�１  億７２８０万円
支え愛地域づくり事業�１  億１５７７万円
多文化共生事業�５２１２ 万円
かに暮らし情報発信事業�３２３８ 万円

外国籍の子どもの入学前準備教室「ひよこ教室」

衛　生　費 � 22億8001万円
成人各種健康診査事業�１  億２５５6万円
母子健康診査事業�１  億 ２５１万円
地域医療支援事業�６５３０ 万円
健康づくり拠点運営事業�１６７ ９万円

マーノ健康スタジオ 教室風景

消　防　費 � １１億７４０５万円
非常備消防一般経費�７２７２ 万円
消防施設整備事業�３８８７ 万円
災害対策経費�１６１３ 万円
地域防災力向上事業�１２４７ 万円

帷子西部消防車庫 改修

農林水産業費 � ５ 億６５２１万円
土地改良施設維持管理適正化事業�４１ ９０万円
県単土地改良事業�２７８０ 万円
市単土地改良事業�２５２３ 万円
可児川防災等ため池組合経費�２０３ ９万円

田の洞ため池改修工事

商　工　費 � ６ 億５３９万円
企業誘致対策経費�２  億５６２７万円
商工振興対策経費�１  億４２３６万円
観光施設管理経費�２１４７ 万円
観光交流推進事業�１７２０ 万円

観光交流館 甲冑着付け体験

※市が重点事業と位置づけている事業の中から、決算額の多い事業等を挙げています。
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予
算
決
算
委
員
会

　
予
算
決
算
委
員
会
で
は
、
所
管
課

か
ら
の
説
明
と
議
員
選
出
の
監
査
委

員
か
ら
の
報
告
を
受
け
た
後
に
、
平

成
30
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定
14
件
、

令
和
元
年
度
補
正
予
算
４
件
と
、
平

成
30
年
度
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事

業
の
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計

◆
◆
質
疑
◆
◆

Q
　行
政
防
災
無
線
に
よ
る
火
災
放

送
が
平
成
31
年
３
月
末
で
廃
止
と

な
っ
た
。
再
検
討
の
予
定
は
な
い
か
。

A
　
防
災
情
報
伝
達
の
複
線
化
・
多

様
化
は
継
続
的
課
題
と
認
識
し
、
新

た
な
手
法
、
先
進
事
例
の
収
集
を
積

極
的
に
行
い
、
必
要
と
判
断
す
れ
ば

予
算
の
範
囲
内
で
積
極
的
に
導
入
し

た
い
。
す
ぐ
メ
ー
ル
か
に
の
登
録
や

Ｆ
Ｍ
ら
ら
聴
取
の
啓
発
を
継
続
す
る

こ
と
と
し
、
火
災
放
送
に
つ
い
て
再

検
討
の
予
定
は
な
い
。

Q
　可
児
と
う
の
う
病
院
へ
の
医
療

機
器
整
備
助
成
金
の
効
果
と
医
療
体

制
に
つ
い
て
の
今
後
の
見
通
し
は
。

A
　
購
入
し
た
機
器
は
有
効
に
活
用

さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。
今

後
も
、
医
師
確
保
を
含
め
、
検
診
や

救
急
医
療
受
け
入
れ
の
充
実
、
地
域

と
の
連
携
、
医
療
人
材
の
育
成
等
、

多
面
的
に
地
域
医
療
を
支
え
る
と
い

う
基
幹
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
か
を
総
合
的
に
判
断
し
て

交
付
を
決
定
し
て
い
く
。

◆
◆
討
論
◆
◆

　
　
岐
阜
医
療
科
学
大
学
開
設
支
援

に
つ
い
て
、
18
億
円
の
補
助
金

を
支
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

薬
学
部
の
開
設
が
延
期
と
な
り
、
令

和
元
年
度
に
繰
り
越
し
と
な
っ
た
。

同
大
学
へ
の
補
助
額
は
名
城
大
学
と

同
程
度
の
９
億
円
か
ら
10
億
円
が
妥

当
と
考
え
る
。

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、

超
深
地
層
研
究
所
分
が
含
ま
れ
る
。

東
濃
の
超
深
地
層
が
核
の
ご
み
捨
て

場
と
な
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な
く

交
付
金
は
も
ら
う
べ
き
で
は
な
い
。

　
下
水
道
整
備
に
伴
う
特
別
措
置
法

に
よ
る
グ
ラ
ン
ド
ル
ー
ル
の
代
替
業

務
は
２
７
６
件
、
３
億
7
８
２
６
万

円
が
随
意
契
約
で
出
さ
れ
て
い
る
。

早
期
に
廃
止
し
一
般
競
争
入
札
の
契

約
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
累
進

課
税
と
い
う
税
の
原
則
に
反
し
、
ま

た
一
部
の
業
種
だ
け
が
返
礼
品
と
し

て
利
用
さ
れ
る
不
公
平
な
制
度
で
あ

り
根
本
的
な
見
直
し
が
必
要
と
考
え

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
反
対
。

　
　
市
税
全
体
の
収
納
率
は
97
・

18
％
と
平
成
29
年
度
比
で
0
・

33
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
県
下
で
上
位

に
位
置
し
て
い
る
。

　
歳
出
で
は
、
予
算
に
対
す
る
執
行

率
が
88
・
３
％
と
、
平
成
29
年
度
よ

り
低
い
が
、
そ
の
要
因
は
岐
阜
医
療

科
学
大
学
へ
の
補
助
金
が
繰
越
明
許

と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
理
解
し
て

い
る
。
不
用
額
（
＊
）
は
、
平
成
29

年
度
に
比
べ
減
少
し
て
い
る
。

　「
住
み
ご
こ
ち
一
番
・
可
児
」
実

現
に
向
け
、
４
つ
の
重
点
方
針
の
も

と
各
事
業
が
着
実
に
実
施
さ
れ
て
い

る
と
判
断
で
き
る
の
で
賛
成
。

＊
不
用
額
と
は
…
…
予
算
に
計
上
さ
れ

た
が
費
用
が
抑
え
ら
れ
た
等
の
理
由
に

よ
り
支
出
さ
れ
な
か
っ
た
金
額
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆
◆
討
論
◆
◆

　
　
平
成
30
年
度
は
保
険
料
の
限
度

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
ま
た
平

成
29
年
度
よ
り
保
険
料
軽
減
措
置
が

縮
小
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
へ
の
負

担
が
ま
す
ま
す
増
し
て
い
る
た
め
反

対
。

　
　
被
保
険
者
が
毎
年
増
加
す
る
な

ど
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
財
政
負
担
は
増
え
続
け
て
い
る
が
、

財
源
的
に
は
医
療
費
の
９
割
を
現
役

世
代
の
支
援
金
と
公
費
で
負
担
し
、

高
齢
者
医
療
を
社
会
全
体
で
支
え
る

制
度
で
あ
る
。
被
保
険
者
証
の
発
行

等
の
事
務
も
広
域
連
合
と
連
携
し
て

反対

賛成

反対賛成

常
任
委
員
会
報
告

第
４
回
定
例
会
の
議
案
審
査
等
の
概
要
で
す
。
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適
正
に
運
営
さ
れ
て
お
り
賛
成
。

介
護
保
険
特
別
会
計

◆
◆
討
論
◆
◆

　
　
平
成
30
年
度
か
ら
の
第
７
期
介

護
保
険
料
は
、
平
均
月
額
が

５
５
０
０
円
で
月
額
３
０
０
円
、
年

額
で
３
６
０
０
円
の
値
上
げ
と
な
っ

た
。
平
成
30
年
８
月
か
ら
現
役
並
み

所
得
者
の
利
用
者
負
担
割
合
が
２
割

か
ら
３
割
と
な
り
、
10
月
か
ら
訪
問

介
護
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

制
限
も
行
わ
れ
て
い
る
。
使
え
る

サ
ー
ビ
ス
が
削
減
さ
れ
、
負
担
ば
か

り
が
重
く
な
る
現
行
の
介
護
保
険
制

度
に
は
反
対
。

　
　
平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
給
付

費
は
約
61
億
円
で
、
平
成
29
年

度
比
で
約
３
億
６
０
０
万
円
、
５
・

３
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
推

計
値
に
対
し
96
・
１
％
の
執
行
率
で

あ
り
、
適
正
な
規
模
で
運
営
さ
れ
て

い
る
。
保
険
料
の
収
納
率
は
平
成
29

年
度
比
で
０・２
ポ
イ
ン
ト
増
の

98
・
39
％
で
あ
り
収
納
努
力
が
見
ら

れ
る
な
ど
安
定
的
な
財
政
運
営
が
図

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

◆
◆
討
論
◆
◆

　
　
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
に
つ

い
て
、
そ
の
財
源
は
消
費
税
増

税
分
で
、
子
育
て
世
代
の
生
活
を
直

撃
す
る
。
認
可
外
施
設
も
無
償
化
の

対
象
で
、
保
育
の
安
全
や
質
が
確
保

さ
れ
る
か
懸
念
さ
れ
る
。
令
和
２
年

度
か
ら
公
立
保
育
施
設
等
の
無
償
化

分
の
財
源
が
全
額
市
負
担
と
な
り
、

今
後
民
間
委
託
さ
れ
な
い
か
不
安
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
給
食
費
が
有
料
に

な
る
こ
と
に
よ
り
、
従
前
の
保
育
料

よ
り
給
食
費
が
高
い
世
帯
が
出
る
こ

と
に
対
し
て
対
策
も
な
い
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
反
対
。

　
　
補
正
予
算
の
大
き
な
部
分
を
占

め
る
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化

の
関
連
予
算
や
、
消
費
税
増
税
に
と

も
な
う
負
担
軽
減
と
し
て
の
未
婚
の

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
へ
の
臨
時
給

付
金
な
ど
、
必
要
な
経
費
が
積
算
さ

れ
適
切
な
準
備
が
さ
れ
て
お
り
賛
成
。

反対賛成

反対賛成

◆令和 ２年度予算編成への提言◆
　可児市議会として、平成 30 年度決算審査の結果をふまえ、令和 ２年度の予算編成に生
かすため、市長へ以下の ６ つの提言をしました。
１ ．地域防災力向上事業について
　市民や地域の自主防災活動をより一層後押しするため、地域防災力向上に資する事業
の予算枠を十分に確保するとともに、弾力的な運用を図ること。
２ ．公共施設整備基金について
　公共施設等マネジメント基本計画をもとに、より具体的な実行計画をつくり、基金の
積立や事業への充当など、その運用方針を定め財政運営を行うこと。
３ ． 空き家等対策推進事業の拡充について
　有効な空き家対策につながるよう補助メニューの拡充や、新たな事業展開を進めること。
４ ．外国籍市民増加への対応について
　外国籍市民の増加と多国籍化が急激に進んでいる。今後もこの傾向が続くことが見込
まれることから、地区センター等の窓口対応の充実や学校の適正な運営に十分配慮した
人員配置や予算措置などを行うこと。
５ ．地域医療支援事業について
　可児とうのう病院は、本市の基幹病院として位置づけられている。医療機器整備助成
事業補助金のあり方について、機器整備に関わらず医師の確保につながるための有効な
支援ができるよう適切な対応を講じること。
６ ．小中学校のＩＣＴ整備について
　全国的に学校のＩＣＴ化が進められている。本市においても遅れることなく、まずは
大型モニターの設置や小型端末（タブレット）の購入、また情報通信ネットワークの構
築を行い、その後も計画的な推進を適切に図ること。
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総
務
企
画
委
員
会

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

創
設

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
、
勤

務
条
件
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　
国
の
法
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

の
一
般
職
非
常
勤
職
員
を
会
計
年
度

任
用
職
員
に
統
一
し
ま
す
。

Q
　財
政
面
で
の
影
響
は
発
生
す
る

か
。

A
　
現
在
を
ベ
ー
ス
と
し
て
報
酬
を

決
定
す
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
影
響
は

な
い
と
考
え
る
。

Q
　任
用
期
間
は
ど
う
な
る
の
か
。

A
　
任
用
期
間
は
１
年
以
内
で
、
再

度
の
任
用
は
２
回
で
通
算
３
年
と
な

る
。
以
降
の
再
応
募
は
可
能
で
あ

る
。�旧

氏
で
の
印
鑑
登
録
が
可
能
に

　
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
11
月
５
日
か
ら
、
住
民

票
と
印
鑑
登
録
証
に
旧
氏
を
併
記
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
旧
氏
で
の
印
鑑

登
録
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

Q
　証
明
の
交
付
申
請
書
に
旧
氏
に

関
す
る
項
目
が
追
加
さ
れ
る
の
か
。

A
　
申
請
書
に
変
更
は
な
い
。
旧
氏

の
併
記
を
申
し
出
る
書
類
で
申
請
し

て
併
記
が
認
め
ら
れ
る
。

農
業
共
済
組
合
の
１
県
１
組
合

化
に
向
け
て

　
中
濃
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
等
を
審
査
し
ま

し
た
。

　
県
下
全
域
を
対
象
と
し
た
農
業
共

済
組
合
を
設
立
す
る
た
め
、
中
濃
地

域
農
業
共
済
事
務
組
合
を
解
散
し
ま

す
。

Q
　ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。

A
　
現
在
支
出
し
て
い
る
事
務
負
担

金
が
な
く
な
る
。
ま
た
共
済
金
の
支

払
い
な
ど
事
務
手
続
き
が
早
く
な
る
。

下
恵
土
の
一
部
で
字
の
名
称
等

を
変
更

　
字
の
区
域
等
の
変
更
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

　
可
児
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
り
、
下
恵
土
の
一
部
地
域
で
字
の

区
域
及
び
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

Q
　施
行
予
定
が
令
和
３
年
７
月
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
手
続
き
等

に
２
年
必
要
と
い
う
こ
と
か
。

A
　現
在
作
成
中
の
換
地
計
画
書
に

県
の
認
可
を
受
け
る
等
、
換
地
処
分

ま
で
に
は
、
権
利
者
、
法
務
局
、
県

な
ど
と
の
事
前
調
整
を
含
め
２
年
程

度
必
要
で
あ
る
。

建
設
市
民
委
員
会

自
転
車
に
関
す
る
道
路
構
造
令

の
改
正

　
市
が
管
理
す
る
市
道
の
構
造
の
技

術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

Q
　こ
の
改
正
に
よ
り
道
路
改
修
、

新
設
を
し
て
い
く
の
か
。

A
　改
正
の
基
準
に
交
通
量
が
多
い

こ
と
と
の
定
め
が
あ
る
。
本
市
に
は

交
通
量
に
お
い
て
該
当
す
る
路
線
が

な
い
の
で
、
今
す
ぐ
自
転
車
通
行
帯

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

教
育
福
祉
委
員
会

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
実
施

　
幼
稚
園
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

及
び
、
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

Q
　幼
稚
園
で
の
預
か
り
保
育
で
、

有
償
、
無
償
を
分
け
る
基
準
は
何
か
。

A
　
就
労
等
に
よ
る
保
育
の
必
要

性
が
認
め
ら
れ
た
方
は
無
償
と
な
る
。

Q
　長
期
休
暇
に
は
、
預
か
り
保
育

の
無
償
の
月
額
上
限
を
超
え
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A
　３
歳
以
上
は
月
額
１
万
１
３
０
０

円
、
満
３
歳
児
で
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
１
万
６
３
０
０
円
の
上
限

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
超
え
た
分

は
自
己
負
担
が
発
生
す
る
。

字
区
域
の
変
更
区
域
図



一 般
9
人
が
市
政
を
問
う

質
問

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
の
紙
面
は
、
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
議
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

下記二次元コードを読み取っ
ていただくと議場での様子を
映像にてご覧いただけます。

　
　
来
年
度
か
ら
小
学
３
・
４
年

で
外
国
語
活
動
、
５
・
６
年
で
外

国
語
が
始
ま
り
、
授
業
時
数
が
増

え
る
が
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　
来
年
度
か
ら
の
外
国
語
活
動
、

外
国
語
の
授
業
で
年
間
35
時
間
増

加
し
、
１
週
間
の
時
間
割
で
授
業

が
１
コ
マ
増
え
る
。
学
習
指
導
要

領
で
定
め
ら
れ
た
授
業
時
数
を
不

足
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
各

学
校
の
裁
量
で
行
事
な
ど
に
か
け

る
時
間
を
調
整
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

少
人
数
学
級
拡
大
の
予
定
は

　
　

岐
阜
県
で
は
小
学
校
１
・

２
・
３
年
生
と
中
学
校
１
年
生
の

４
学
年
が
少
人
数
学
級
（
35
人
以

下
学
級
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
少

人
数
学
級
を
他
学
年
へ
拡
大
す
る

予
定
は
。

　
　
国
や
県
の
計
画
は
聞
い
て
い

な
い
。
県
で
は
、
教
員
一
人
当
た

り
の
授
業
時
数
の
減
少
や
専
門
的

な
指
導
を
し
て
い
く
た
め
、
小
学

校
に
お
け
る
理
科
や
英
語
の
専
科

指
導
を
導
入
し
つ
つ
あ
る
。
本
市

に
は
、
英
語
専
科
を
４
校
に
、
理

科
専
科
を
１
校
に
配
置
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
一
部
の
学
校
へ
の

配
置
で
あ
る
が
、
担
任
の
担
当
す

る
授
業
時
数
が
減
る
こ
と
で
、
成

果
が
表
れ
て
い
る
。

QAQA
小
学
校
授
業
時
数
増
加
に

ど
う
対
応

冨
とみ
田
だ
　牧

まき
子
こ

平成30年度版　可児市の教育
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消
費
税
増
税
対
策
の
施
策
の

周
知
を
本
市
は
ど
の
よ
う
に
行
う

予
定
か
。

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ

い
て
は
、「
広
報
か
に
」
や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
、
金
融

機
関
に
チ
ラ
シ
設
置
や
ポ
ス
タ
ー

掲
示
の
協
力
を
依
頼
。
庁
舎
１
階

に
専
用
窓
口
を
設
置
し
問
い
合
わ

せ
に
対
応
。
対
象
と
な
る
住
民
税

非
課
税
者
と
３
歳
未
満
の
子
を
持

つ
世
帯
主
に
は
、
10
月
か
ら
商
品

券
が
購
入
で
き
る
よ
う
準
備
を

行
っ
て
い
る
。

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の

進
捗
は

　
　
災
害
時
に
お
け
る
ご
み
を
適

正
に
処
理
で
き
る
体
制
の
確
保
に

向
け
、
ど
う
見
直
さ
れ
た
か
。

　
　
災
害
廃
棄
物
の
発
生
量
想
定

の
ほ
か
、
収
集
運
搬
体
制
、
12
品

目
に
分
別
す
る
仮
置
き
場
の
選

定
・
運
営
、
概
ね
３
年
以
内
の
処

理
を
目
指
す
計
画
づ
く
り
な
ど
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
見
直
し

作
業
の
中
で
、
現
在
の
さ
さ
ゆ
り

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
運
転
状
況
で

は
３
年
以
内
の
処
理
が
難
し
い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
可
茂
衛

生
施
設
利
用
組
合
と
と
も
に
検
討

を
行
う
。
そ
の
結
果
に
よ
り
可
児

市
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を
改
訂

す
る
予
定
。

QAQA
消
費
税
増
税
対
応
施
策
の
周
知
は

澤
さわ
野
の
　伸

しん

　
　
改
正
健
康
増
進
法
の
一
部
施

行
に
よ
り
、
令
和
元
年
７
月
１
日

よ
り
、
学
校
、
病
院
等
第
一
種
施

設
は
原
則
敷
地
内
禁
煙
が
施
行
さ

れ
た
。
本
市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　
市
が
管
理
す
る
公
共
施
設
は
、

屋
内
完
全
禁
煙
を
実
施
し
て
い
る
。

消
防
団
車
庫
に
つ
い
て
は
、
速
や

か
に
屋
内
禁
煙
に
す
る
。
マ
ー
ノ

等
は
敷
地
内
完
全
禁
煙
で
、
本
庁

舎
等
は
特
定
喫
煙
場
所
を
設
置
し

て
い
る
。

　
　
小
中
学
校
に
特
定
屋
外
喫
煙

場
所
が
あ
る
。
児
童
・
生
徒
の
い

る
学
校
を
今
後
ど
う
し
て
い
く
の

か
。

　
　
法
の
範
囲
内
で
最
低
限
設
置

し
て
い
る
。
今
後
も
法
に
基
づ
き
、

し
っ
か
り
基
準
を
守
る
こ
と
を
学

校
長
に
求
め
、
確
認
し
て
い
く
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
取
り

組
み
を

　
　
地
域
防
災
力
向
上
に
向
け
、

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
普
及
啓

発
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
わ
が
家
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
要

素
を
十
分
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

本
市
で
は
、
わ
が
家
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
や
更
新
、
さ
ら
に

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
引
き
続
き

推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
普
及
啓
発
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

QAQA

QA

受
動
喫
煙
対
策
の
強
化
を

山
やま
田
だ
　喜

よし
弘
ひろ

本庁舎にある屋外喫煙場所

キャッシュレス・ポイント還元事業の広報
（経済産業省ウェブサイトより）
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参
院
選
及
び
市
議
選
に
お
い

て
選
挙
管
理
委
員
会
が
取
り
組
ん

だ
選
挙
啓
発
と
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
は
。

　
　
従
来
行
っ
て
き
た
広
報
活
動

に
加
え
「
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
」
と
協
力
し
、
市
内
大
型
ス
ー

パ
ー
等
で
街
頭
啓
発
を
行
っ
た
。

18
歳
の
有
権
者
に
対
し
て
は
、
市

内
高
校
へ
投
票
方
法
や
期
日
前
投

票
所
の
場
所
等
を
掲
載
し
た
チ
ラ

シ
を
配
付
し
た
。
平
時
に
は
、
市

内
高
校
で
の
模
擬
選
挙
や
出
前
講

座
、
小
中
学
校
へ
の
主
権
者
教
育

の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

主
権
者
教
育
の
取
り
組
み
は

　
　
小
中
学
校
で
の
主
権
者
教
育

の
取
り
組
み
は
。

　
　
小
中
学
校
で
は
、
学
習
指
導

要
領
に
基
づ
き
児
童
・
生
徒
の
発

達
の
段
階
を
踏
ま
え
て
主
権
者
教

育
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
中
学

３
年
生
で
は
、
社
会
科
の
授
業
で

投
票
率
の
低
さ
に
焦
点
を
当
て
な

が
ら
、
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
り
模

擬
選
挙
を
行
う
な
ど
、
選
挙
の
意

義
や
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
主
体
的
に
政
治
に
参
加
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
今
後
も
計

画
的
に
主
権
者
教
育
を
行
っ
て
い

く
。

QAQA
投
票
率
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
は

板
いた
津
ず
　博

ひろ
之
ゆき

可児市議会議員選挙投票率の推移

　
　
今
夏
実
施
さ
れ
た
子
ど
も
の

い
る
世
帯
へ
の
生
活
状
況
実
態
調

査
の
結
果
を
、
第
２
期
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
反
映
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
調
査
の
分
析
結
果
や
計
画
の

策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
の
調
整
に

よ
り
、
可
能
な
範
囲
で
反
映
で
き

れ
ば
と
考
え
る
。

　
　
本
年
６
月
に
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
推
進
法
が
改
正
さ
れ
た
。

そ
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で

あ
る
、
子
の
将
来
に
渡
っ
て
連
鎖

す
る
「
将
来
の
貧
困
」
の
み
な
ら

ず
「
現
在
」
の
状
況
の
改
善
に
向

け
て
、
具
体
的
に
何
が
必
要
と
考

え
る
か
。

　
　
困
難
を
抱
え
た
子
ど
も
や
家

庭
が
、
地
域
で
の
交
流
の
場
や
児

童
館
等
相
談
で
き
る
場
所
へ
出
向

い
て
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
が
必
要
と
考
え
る
。

市
民
力
・
地
域
力
で
の

居
場
所
づ
く
り

　
　
市
民
グ
ル
ー
プ
や
地
域
の

方
々
の
力
に
よ
り
、
子
ど
も
食
堂

や
学
習
支
援
な
ど
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
の
活
動
が
あ
る
場
合
、

行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
に
支
援
す

る
か
。

　
　
市
民
に
よ
る
支
援
の
場
を
設

け
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
平
成
29

年
度
か
ら
こ
ど
も
の
す
こ
や
か
な

育
ち
応
援
活
動
助
成
金
を
設
け
、

要
件
を
満
た
し
た
活
動
に
対
し
て

助
成
を
し
て
い
る
。

QAQA

QQQA

子
ど
も
の
貧
困
関
連
法
改
正

を
受
け
て

渡
わた
辺
なべ
　仁

ひと
美
み

お手伝いも子ども食堂の魅力のひとつ
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可
児
と
う
の
う
病
院
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
医
療
の
充
実
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
医
師
不
足
の

中
、
本
市
の
地
域
医
療
の
現
実
に

は
き
わ
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
市
民
要
望
に
応
え
て

い
く
の
か
。

　
　
基
幹
病
院
と
位
置
づ
け
て
い

る
可
児
と
う
の
う
病
院
に
対
し
て
、

市
は
毎
年
医
療
機
器
の
購
入
に
対

し
５
千
万
円
の
補
助
金
を
出
し
て

お
り
、
こ
れ
は
医
療
向
上
に
有
効

に
は
た
ら
い
て
い
る
。
全
国
的
な

医
師
偏
在
や
、
働
き
方
改
革
に
よ

る
影
響
か
ら
、
可
児
と
う
の
う
病

院
を
含
め
、
地
域
医
療
体
制
の
充

実
は
、
一
自
治
体
で
解
決
で
き
な

い
。
今
後
と
も
、
県
と
協
力
し
安

定
し
た
地
域
医
療
の
た
め
に
努
め

て
い
き
た
い
。

屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル
は

　
　
本
市
に
お
け
る
屋
外
広
告
物

の
実
態
は
ど
う
か
。
ま
た
目
に
余

る
よ
う
な
広
告
、
明
ら
か
に
登
録

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
広
告
に
対

す
る
手
立
て
は
あ
る
か
。

　
　
市
内
の
屋
外
広
告
物
の
総
数

は
約
２
７
０
０
件
あ
り
、
平
成
30

年
度
の
手
数
料
収
入
額
は
６
６
８

万
円
で
あ
っ
た
。
汚
損
や
破
損
の

著
し
い
広
告
物
や
、
未
許
可
の
屋

外
広
告
物
を
発
見
さ
れ
た
場
合
に

は
、
都
市
計
画
課
ま
で
連
絡
い
た

だ
き
た
い
。

QA

QQA

地
域
医
療
を
守
る
に
は

山
やま
根
ね
　一

かず
男
お

　
　
第
２
期
可
児
市
地
域
福
祉

計
画
に
「
住
民
が
協
働
し
な
が
ら
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
、
地
域
の
組
織
や
活
動

の
活
性
化
を
促
進
す
る
」
と
あ
る

が
、
今
後
の
展
望
は
。

　
　
全
て
の
市
民
が
地
域
の
中
で

暮
ら
し
や
す
く
、
包
括
的
な
支
援

に
よ
る
地
域
課
題
解
決
を
図
る
体

制
構
築
を
目
指
す
。
具
体
的
に
は

地
域
福
祉
懇
話
会
に
関
わ
り
、
生

活
支
援
の
醸
成
や
地
域
課
題
の
共

有
等
解
決
に
向
け
た
体
制
を
整
え

て
い
く
。

自
治
会
や
地
域
を
育
て
る

考
え
は

　
　
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
に
、

地
域
の
課
題
を
一
緒
に
考
え
進
め

て
い
く
「
井
戸
端
会
議
大
作
戦
」

や
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
有
効

と
考
え
る
が
、
市
か
ら
各
地
へ
の

展
開
は
可
能
か
。
ま
た
市
が
第
一

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
い
る
自
治
会

や
地
域
を
育
て
る
意
識
は
あ
る
か
。

　
　
有
効
な
手
法
で
あ
る
と
の
認

識
は
あ
る
が
、
市
が
主
導
す
る
こ

と
は
な
い
。
公
助
へ
の
要
望
が
あ

る
場
合
、
自
治
会
要
望
を
活
用
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
予
算
の
範
囲
で

対
応
は
考
え
て
い
く
。

　
市
の
地
域
に
貢
献
す
る
役
割
に

お
い
て
、
連
絡
所
長
や
地
区
セ
ン

タ
ー
職
員
が
、
直
接
地
域
に
入
っ

て
い
く
こ
と
は
な
い
。
経
常
的
な

業
務
を
す
る
中
で
地
域
を
支
援
す

る
こ
と
が
仕
事
で
あ
る
。

QAQ

A

支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の
展
望
は

田
た
原
はら
　理

り
香
か

井戸端会議大作戦の呼びかけチラシ

市の基幹病院　可児とうのう病院
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JR
東
海
が
提
案
し
た
汚
染
残

土
を
大
森
区
内
に
仮
置
き
す
る
計

画
に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
は
。

　
　
JR
東
海
が
呼
称
統
一
し
た
区

分
土
仮
置
場
用
地
に
つ
き
、
財
産

区
管
理
会
は
土
地
の
貸
出
し
に
つ

い
て
現
時
点
で
は
未
回
答
だ
。
市

は
JR
東
海
か
ら
説
明
を
受
け
、
市

の
意
見
を
ま
と
め
、
財
産
区
管
理

会
に
対
し
て
技
術
的
助
言
を
提
出

し
た
。
財
産
区
管
理
会
、
大
森
土

地
改
良
管
理
組
合
の
方
々
が
、
他

市
の
区
分
土
仮
置
場
を
視
察
さ
れ

た
。
７
・
８
月
に
JR
東
海
主
催
で

大
森
地
区
の
自
治
会
、
土
地
改
良
、

財
産
区
役
員
ら
と
の
、
仮
置
場
計

画
に
関
す
る
情
報
交
換
会
が
実
施

さ
れ
、
９
月
に
は
住
民
説
明
会
が

行
わ
れ
る
予
定
だ
。

県
の
汚
染
土
壌
埋
め
立
て
対
策
は

　
　
県
に
埋
め
立
て
等
の
規
制
条

例
が
あ
り
、
環
境
基
準
に
適
合
し

な
い
土
砂
の
埋
め
立
て
を
規
制
し

て
い
る
。
要
対
策
土
が
出
た
場
合

に
は
誰
が
公
表
す
る
こ
と
に
な
る

の
か
。

　
　
県
の
埋
め
立
て
等
の
規
制
に

関
す
る
条
例
で
は
、
基
本
的
に
は

基
準
に
適
合
し
な
い
土
砂
の
埋
め

立
て
は
で
き
ず
、
仮
置
場
も
同
じ

と
思
う
。
公
共
的
団
体
が
生
活
環

境
保
全
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
て

い
る
と
知
事
が
認
め
る
も
の
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。
公
表
は
県
の

責
任
で
行
う
。

QAQ

A

汚
染
土
仮
置
き
提
案
は

ど
う
な
っ
た
か

伊
い
藤
とう
　健

けん
二
じ

大森財産区内の公共残土処分場位置図

　
　
投
票
率
が
低
迷
し
て
い
る
現

状
を
改
善
す
る
に
は
。

　
　
若
年
層
へ
の
啓
発
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
教
育
委
員

会
と
連
携
を
し
て
、
小
・
中
学
生

の
こ
ろ
か
ら
主
権
者
教
育
を
通
し
、

選
挙
の
大
切
さ
を
地
道
に
啓
発
す

る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

次
世
代
地
域
人
材
育
成
を

計
画
的
に

　
　
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
及
び

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く

る
」
を
若
者
の
市
政
へ
の
参
画
と

協
働
に
つ
な
げ
る
に
は
。

　
　
11
月
９
・
10
日
に
文
化
創
造

セ
ン
タ
ー 

ア
ー
ラ
で
開
催
す
る

全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
市
が

進
め
るKanisuki

（
か
に
す
き
）

若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
高
校
生
の

参
画
を
計
画
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
関

連
の
事
業
で
は
、
活
用
実
行
委
員

会
が
今
後
市
民
に
参
画
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
場
所
を
準
備
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。
特
に
明
智
光

秀
博
覧
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
来
年
１
月
か
ら
１
年

間
開
催
す
る
の
で
、
こ
の
せ
っ
か

く
の
機
会
に
是
非
多
く
の
若
者
に

関
わ
っ
て
も
ら
い
、
自
ら
企
画
し

様
々
な
課
題
を
克
服
し
た
上
で
、

楽
し
い
催
し
を
実
現
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
関
わ
り

た
い
、
興
味
関
心
が
あ
る
、
と
い

う
方
は
活
用
実
行
委
員
会
に
ご
連

絡
い
た
だ
き
た
い
。

QAQA
若
者
の
市
政
参
画
と
協
働
は

松
まつ
尾
お
　和

かず
樹
き

一昨年の山城サミットで活躍する若者達
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可児市議会

チョット おじゃまします

「可児市議会だより」は再生紙と環境に優しい植物油インキを使用しています。

※�今回は、朗読サークル「可児の風」さんに、勝野議員と
奥村議員がおじゃまして、代表の長尾さんをはじめサー
クルの皆さんにお話をうかがいました。

広報委員：どのようなきっかけで会が設立されましたか。
溝口さん：�市が開催した、ものがたり「可児の百年」の朗

読会で朗読者の募集があり、そこに参加したメ
ンバーで結成されました。

広報委員：構成メンバーは何人ですか。
溝口さん：現在は13名です。内、男性は ２名です。
広報委員：指導はどなたに依頼されていますか。
溝口さん：�元ＮＨＫアナウンサーの高野春廣先生に指導し

ていただいています。
広報委員：主な活動をお聞かせ下さい。
溝口さん：�アーラで年に １回朗読会を開催していて、今年

で15年目です。また可児市戦没者追悼式での平
和を祈る朗読をはじめ、依頼があれば小中学校
へも出向きます。

広報委員：市民の皆さんへ一言お願いします。
溝口さん：�毎月第一金曜日にゆとりピアにて練習を行って

いますのでぜひ見に来てください。あわせて、
この会をずっと継続させていくためにも新しい
メンバーの参加をお待ちしております。

取材を終えて
　長尾代表をはじめ、皆さんがとても明るく楽しく取材
に応じてくださり、親近感の持てるアットホームなサー
クルでした。新たに会員になっても楽しいひと時を過ご
せるのではないかと感じました。

第 5回定例会のお知らせ
11月

28日　開会日（議案説明）

12月
 3日
 4 日　

一般質問 ・議案質疑

 6日　予算決算委員会

10日　総務企画委員会

11日　建設市民委員会

12日　教育福祉委員会

20日　閉会日（委員長報告 ・討論 ・ 採決）

会議は午前 ９時開会の予定です。
日程は、都合により変更となる場合もあります。

地域のかがやき
地 域 の 笑 顔

平牧／ジャングルジム流しそうめん

高いところから流れてくるよ

春里／魚のつかみどり大会

地区センターが池に大変身
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